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写真投稿12月
Photo Contributions Dec

【シンガポール魅力部門】
Sponsored by

作品名：「月とMBS」
撮影者：Satoru Shimizu
撮影場所：マーライオン公園
コメント： 満月がMBSの真上に登った日。ブルーアワー
のなか雲もなくとても綺麗でした。

作品名：「SF世界のシンガポール」
撮影者：jun 
撮影場所：Maritime Square (バスの中より）
コメント：独特で未来的なコンドミニアムが手前の工事の状況
と相まって、SF世界のような不思議な光景に見えました。

今月の優秀作品

編集室より　
　　昨年の12月、私はシンガポールマラソンに参加しました。その年の3月に東京マ
ラソンにも参加していたので、マラソンに特別な思い入れがあるわけではない私で
すが、一年間の中で2回もフルマラソンを走ったことになります。フルマラソンを経
験する以前の私にとっては、まったくもって考えられないようなことです。そんなシ
ンガポールマラソンでは、この国の気候が私に合ったのか、東京マラソンよりタイム
を20分以上も縮めることができました。ただ、自分の中で密かに掲げていた目標に
は届かず、悔しい思いを味わいました。その個人的な悔しさを除けば、本当に素晴
らしいマラソン大会でした。
　会場には午前2時過ぎに到着したのですが既に多くの人でごった返し、全体的に漂うお祭りムードがランナーのモチ
ベーションを否応なしに高めてくれます。その後、5時過ぎごろにスタートをし、最初こそ暗くて静かな街中を淡 と々走る
だけでした。しかし、徐々に明るくなるにつれて街並みだけでなく沿道の応援者も見えはじめ、英語で応援されるたびに

「海外でマラソンを走っている自分」をあらためて実感し、心地いい高揚感に包まれていきました。
　普段はタクシーで躊躇なく駆け抜けていく車道の真ん中を、自分の足で一歩一歩踏みしめながら進んでいくと「いくら
小さい国と言えども、やっぱり国は国だ・・・でかい！」と一国の偉大さにマラソンを通して気付くことができました。
　フィニッシュ後の会場は野外フェスのような盛り上がりを見せていて、完走したランナーを多民族国家であるシンガ
ポールらしくあの手この手で讃えてくれていました。
　今年のシンガポールマラソンは、12月6日(土)・7日(日)に開催されます。私は今年については諸事情で参加できません
が、参加される方々の健闘を心より祈っています。今年参加されない方 も々、シンガポール在住記念に来年以降ぜひ一
度参加してみてはいかがでしょうか。

（シンガポール日本人学校中学部　鈴木俊太郎）

12月号への応募作品
(シンガポール魅力部門）

12月号への応募作品
(海外旅行魅力部門）

たくさんのご応募を
ありがとうございました！

　2025年シンガポール魅力フォトコンテストの募集は終了
いたしました。コンテスト結果は南十字星1月号へ掲載をさせ
ていただきます。たくさんのご応募をありがとうございました！




